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数学の授業を通して「学びと将来をつなぐ」 

～数学的な見方・考え方を働かせた探究型学習の授業実践～ 

秋田県大館市立南中学校 

教諭  佐藤 朋子 

 

１ はじめに 

 「どうして将来使わない√を学習するの？」という

生徒の問いに、思わずはっとさせられることがある。

「何のために数学を学習するのか」と問われ、「入試の

ため」「テストでよい点をとるため」という点数主義の

学習を積み重ねると、高校で将来の夢や学習の目標を

見失ってしまうという声を聞く。実際にTIMSS算数・

数学の調査では、点数が高いにも関わらず、日常生活

や将来とのつながりを感じられないという結果になっ

ていると知り、驚いた。「数学を学ぶことでこんな力が

付いた」「生活と数学は結び付いたもの」と生徒自身が

実感できる授業を目指したい。そして何より、考える

ことを楽しんでいる生徒の姿を見ることは数学の教師

にとってこの上ない喜びである。 

 

 

 

 

 

そこで、数学を学ぶことで身に付けたい「生きる力」

について、主体的に問いを発して問題を解決していく

力、人と協働して生きていく力と捉え、令和５年度か

ら次の研究主題を設定し、主題に迫るべく取り組んだ。 

 

 

２ 研究の仮説と手立て 

研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の手立て 

【手立て１】本時や単元で働かせたい数学的見方・考 

え方を教師が明確にし、それを生徒が意識する場面を 

意図的に設定する。 

授業構想シートの活用授業構想の段階で、教師が数学

的見方・考え方を明確にしてから授業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学的見方・考え方カード常に教室に掲示。この中か

ら主に次の３つの場面で意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て２】探究型授業において、「考えることが楽し

い」「自分でやってみたい」と主体的に探究できるよう

な学習問題と課題設定、深い学び合い「直耕タイム」

を工夫する。※特に、①～③のプロセスは生徒主体で

進める。 

(1) 数学的見方・考え方を明らかにし、それを生徒が自

覚できるような授業パターンを積み重ねることで、学

ぶことと自己の将来とのつながりを見通すことがで

きるだろう。 

(2) 生徒が自ら学習課題を設定し、その解決のために自

ら考え、他者との対話を中心とした学び合いを通じて

思考を深化させ、振り返りを通して自己の変容と将来

へのつながりを実感する学習（探究型授業）により、

主体的、協動的に問題を解決していく力を育むことが

できるであろう。 

研究主題 主体的に考え、協動的に学び合う生徒の育成 

  

 

 

数学的なよさの観点 

導入場面で 

・探究型課題を設定する際に、本時で働かせたい数学

的な見方・考え方を生徒が選択する。教師が提示す

る場合もある。 

学び合い「直耕タイム」場面で 

・協働しながら比較・検討の場面では、発表者は説明

するだけでなく、授業形式で行う。全体で質問した

り意見したり反応したりして協働し、最適な解き方

や解に近づいていく。 

振り返り場面で 

・キャリアの視点に基づいたリフレクションを行う。 
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探究型学習の授業プロセス 

 

 

 

 

 

 

【手立て３】自己の変容を自覚したり新たな「問い」 

を発見したりするための工夫をする。 

 

 

 

 

 

３ 研究の実際 

【手立て１】【手立て２】の実践例 

（１）３年「平方根」 

  ① 授業構想と本時の実際（１０／１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

② 指導を終えて 

平方根という新しい概念の数は有理数の場合

と同様に計算できるのかという疑問から、自ら

課題を捉えることにつながった。そして、乗除

と加減では計算方法が違うということを強く意

識することができた。また、近似値や面積図、

式など既習の多様な手段を用いて考えることに

より、全体での比較・検討による学び合いが深

まった。その際に、近似値だと誤差が生じるた

め、いつでも使える式や視覚的に捉えやすい面

積図での説明がよいと自分たちで価値付けをす

る姿が見られた。授業の終末では、新しい計算

法則や定理を既習の概念や手段から作り出せる

ことが、本時や本単元で身に付けた力だと振り

返っていた。 

 

（２）３年「三平方の定理」  

① 授業構想と本時の実際（１１／１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 指導を終えて 

身近な疑問や日常の事象について、数学を使

って解決できたことが生徒の達成感につながっ

① 本時のねらい（教師がもつ目標）を達成するための探究型学

習課題（生徒が捉える課題）を生徒が自ら設定する工夫 

② 授業の中に追究・比較・検討などの学習活動の導入と深い学

び「直耕タイム」の工夫  

③ 本時のまとめと振り返り（キャリアの視点に基づいたリフレ

クション） 

〇 数学通信で生徒の考えを紹介し、仲間の多様な考

え方に触れられるようにする。 

〇 単元や既習の学習が実感できる掲示を工夫する。 

〇 教師と生徒で学びに向かう力を高めるために、授

業を見合う会を実施する。 
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た。「山の高さが変わっても見渡せる範囲を求め

たい」「一般化できないか」という生徒の声から、

全員で公式を作った。本単元で身に付けた力に

ついては、「最も簡単でいつでも使える方法を選

択していく力」「分かりやすく説明する力」であ

ると振り返っていた。また、「文字を使って一般

化すると便利」「定理を使っていろいろな問題を

解決してみたい」という振り返りからは、多く

の生徒が三平方の定理の有用性を感じ、興味を

もって取り組めたといえる。 

 

（３）１年「文字と式」 

① 授業構想と本時の実際（１３／２０）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 指導を終えて 

本単元では、日常生活と関連した具体的な事

象を扱い、文字への関心を高め、文字を用いる

ことの意義を感じられるように意識してきた。

本時の問題は、数学的事象を文字式に表し、文

字式の表す意味を読み取るものである。「直耕タ

イム」では、単に友達の考えを聞くだけにせず、

双方向の意見交換により、式と図のどの部分が

対応しているか納得いくまで追究する姿が見ら

れた。授業の終末では、文字に数字を代入する

ことで簡単に全ての個数を求められるというよ

さに気付き、１辺に100個のときの全部の数を

全員で求めた。更には、「式は考え方を表すもの」

という新しい見方で文字式を捉えることにつな

がった。事象の意味を表したり形式的に速く処

理したりできるよさについて知り、文字式の学

習が楽しくなったという振り返りから、次の単

元「方程式」につながる手応えを感じた。 

（４）全ての実践に共通した学び合い、振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て３】自己の変容を自覚したり新たな「問い」 

を発見したりするための工夫をする。 

 

 

 

 

 

〇 多様な考えに触れる数学通信 

 

 

 

 

 

 

 

〇 単元や既習の学習が実感できる掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 数学通信で生徒の考えを紹介し、仲間の多様な考

え方に触れられるようにする。 

〇 単元や既習の学習が実感できる掲示を工夫する。 

〇 教師と生徒で学びに向かう力を高めるために、授

業を見合う会を実施する。 
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〇 学びに向かう力を高める「授業を見合う会」 

   自校における理想の「授業像」を生徒自らが考

え、生徒自らが学習環境を創り上げる取組。授業

を参観し合い、学級会で課題を洗い出す。（写真は、

学級会を行っている場面）その後は、学級で項目

を設定し、実現に向けて主体的に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検証と考察 

（１） 県学習状況調査の結果（12月実施） 

 

 

 

 

 

 

数学が好きな生徒の割合が上昇した。その理

由において「生活や将来に役立つ」「考えるの

が楽しい」と答えた割合は、R4 に比べ、R5、

R6では数値が上昇した。 

（２） 全国学力・学習状況調査の結果（４月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

     

「自分たちで立てた課題に対して自ら取り組

んだ」と答える割合が高かった。また、「協力し

ながら課題の解決に取り組んでいる」「生活や将

来に役立つ」と答えた割合も上昇した。 

（３） 振り返りの記述から 

本時を通して自分がどう変容したか、身に付

いた将来に生きる力は何かという視点で行っ

ている振り返りでは、次のような記述があった。 

 

 

 

 

 

５ 成果 

仮説（１）について  

教師と生徒が見方・考え方を意識して授業をしてい

くと、１単位時間、単元を通して身に付いた力につい

て話題になることが多く、共に意識できるようになっ

てきたと感じる。実際に、「生活と数学が結び付いたも

の」「将来へつながるもの」という意識が高まり、数学

を学ぶ意欲が高まったと考えられる。 

仮説（２）について  

探究型授業の中心である、「直耕タイム」の充実に

より、協力して課題を解決したり自ら考えて取り組

んだりしたと自覚している生徒が増えた。このこと

から、自ら設定した課題を追究し、協働的に学び合

いを深め、振り返りで将来へのつながりを実感する

という探究型授業により、主体的、協動的に問題を

解決していく力が高まったといえる。 

６ 課題 

数学を学ぶことを私たちがどのように価値付け

るかは生徒の主体的な学びに大きく関わるものであ

る。授業や学習がテストや入試のためだけではなく、

将来に生きる力を育てているということを意識させ、

価値付けしていくことが大切である。今後もキャリ

ア教育の視点で授業を構築していく必要がある。 

１単位時間で探究型学習を実践するためには、活

動を精選して発問を吟味し、計画的に授業実践する

ことと教師と生徒が探究型学習の授業スタイルを十

分理解し、慣れていることが必要である。他教科と

も連携し、更に生徒を鍛えていく必要がある。 
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・多面的な見方ができるようになった  

・自分の考えを表現できるようになった 

・最も簡潔な方法で考える力、規則性を予想する力        

・答えを予想して見通しをもって解決に向かう力 

・友達の考えを読み取ってコミュニケーションをとる力  

・学んだことをまとめて発信する力、速く正確に処理する力 

質問項目 R４ R５ R６ 

数学が好き 
６６ ７１ ８８ 

理由 生活の中で役立つ 将

来、社会で役立つ 
１８ ２１ ２５ 

考えるのが楽しい 
１６ １７ ３２ 

 

 

 

 

 


